
ɹ住宅の室内空気が引き金になって発症するシックハウス症
候群や化学物質過敏症は、その原因としてビニールクロスや
合板からの接着剤や畳の防虫剤のほか多いのがシロアリ防除
剤（防蟻剤）です。一昔前までは
とてもきつい成分が床下にま
かれていましたが、国は2003年
にシックハウス対策法として
薬剤成分の有機リン系クロル
ピリホスを規制しました。
ɹしかしその成分を使わない

すると、５年経過する毎にま
たシロアリ点検のハガキが
送られてきて、再施工して５
年保証の更新がつくという
訳です。この５年毎のサイク
ルは永遠と続きます。
ɹしかし、この有機成分か
らなる薬剤はクロルピリホ

別の代替物質がすぐ新製品として登場してきます。現在では
薬剤メーカーが出しているそのほとんどが有機成分の薬剤
で、新築住宅を建てる時に地面から1mくらいの高さまで防蟻
剤を塗るのが標準的ですが、有機成分は約５年で分解されて
しまうため、殺虫効力も約５年で無くなってしまいます。そう

スは使用していないまでもなかなか体にも環境にも良いとは
言い難い成分が多く、中でもネオニコチノイド系という神経
系の薬剤はミツバチがこの世から無くなってしまうほどの影
響がありますし、除虫菊の成分である天然ピレトリンや天然
ヒバ油といった自然由来の物でも人体に⾧く浴びていると、
体内の脂肪分に蓄積したり、脳幹を通って、中枢神経を刺激し
てしまいます。
ɹそこで、有機物ではなく、無機物を使用したのがホウ酸で
す。ホウ酸は元々、山から採れる鉱物で、その精製度をさらに
高めたホウ素含有率の高いホウ酸塩（ティンボア）というもの
があります。
ɹホウ酸は塩と同程度の毒性ですので、人がなめても良いく
らいのものですが、ただし、小さな虫の体内に入ると窒息し、

死んでしまいます。塩と同程度の毒性なのですが、無機物は揮
発する物が無いので、ホウ酸塩の近くに来たところで虫は死に
ませんし、忌避作用もありません。あくまでも食毒なのです。

ɹその無機物ということから、分解されないので５年どころ
か何年も持続しますので、床下にホウ酸塩水溶液を施工する
と、半永久的に持つということなのです（洪水などの床下浸水
等を除く）。ではほとんどの薬剤メーカーはなぜこのホウ酸塩

（ティンボア）を扱わないのでしょうか。それは半永久的に効
くと次の仕事に繋がらないからなのです。

ɹ日本には昔からイエシロアリやヤマトシロアリが生息して
います。しかし最近では輸入家具などから外来種のシロアリが
侵入してきました。アメリカカンザイシロアリです。通常、シロ
アリは湿気の多いところの木を好んで食害するのですが、これ
はカンザイ＝乾材なので乾燥しいるところでも食害し、さらに
床下からでなく、空から飛来
して来るので２階の梁から
食害されることもあります。
ɹこのカンザイシロアリに
対抗するためにはホウ酸塩
を２階の天井裏にも吹付けすることもあります。またホウ酸
塩を粉のまま床下や天井裏に吹くダスティングをすると、ゴ
キブリがそれを舐めるので退治することもできます。
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ɹ最近、「サステナブル」という言葉を目に
すると思います。これは日本語でいうと

「持続可能な」という意味です。いま、世界
的な目標として、取り組み始めたのがこの

「持続可能な社会」の実現です。
人々の生活は産業革命以降急激に進歩し

て、生活が豊かになりました。ただその反
面、様々なモノを犠牲にしてきました。地球
資源の減少、環境汚染や地球温暖化の問題
などです。地球温暖化は、このままいけば西
暦2100年には、現在より最大で4.8℃も上昇
するという予測もあるほどです。こういっ
た環境破壊や地球温暖化は、世界各地に気
候変動をもたらし、集中豪雨や高温、ある
いは干ばつなどの異常気象を引き起こす
など、深刻な影響が出ています。
ɹこうした問題を考えると、このまま人類
が豊かに生活し続けるには、地球環境はも
う限界に達しているのではないか。いまま
でのように、大量生産・大量消費で、モノが
売れればいい。経済が潤えばいい。という
論理では、地球はもたなくなるのではない
か？そんな危機感を覚えた人々が、「100年
後も1000年後も、持続可能な社会の実現
を」と唱えたのが、このサステナブルな社
会の実現です。
ɹでは、具体的にどうすればいいのか。例
えば、ひとつの小さな例をあげます。今年7
月から、日本の社会でも「レジ袋の有料化」
という大きな変更点があります。レジ袋は

プラスチックでできているので環境によく
ない、ということはわかっています。
ɹ捨てられたレジ袋が海まで流れ着くと、
自然の力ではなかなか分解されません。波
でちぎれて微粒になっても分解されずに漂
うので、それが魚の体内に入り、海洋環境を
汚染して変えてしまいます。またそれを人
が食べて、人にも蓄積されてしまいます。
ɹこれが、「マイクロプラスチック」の問題
です。レジ袋は生産・廃棄されるプラスチッ
ク類全体から考えると、とても小さな割合
でしかなくて、レジ袋を有料化にしたとこ
ろで社会全体の影響はほとんどないのでは
ないか、という意見もたしかにあります。
ɹしかし、大切なのは「はじめの一歩」であ
り、また「意識づけ」です。こういった小さな
一歩があることで、私たちの意識が変わり、
大きなうねりのようなものに変わっていけ
ば、最終的には持続可能な社会の実現のた
めの大きな一歩になるのではないか。そう
いう期待を込めての、レジ袋有料化なので
しょう。もちろん、紙袋にすると今度はパル
プの問題も出てきます。また、レジ袋だけが
サステナブルな社会の実現ではありませ
ん。問題も山積み。

ɹそういったお話を、シリーズ化して続け
ていこうと思います。


